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　 夢と感 動 のテ ーマシティにらさき 　 　 　迎  春 　 ２０１２．１．１

地元企業と発災時緊急食糧備蓄
倉庫協定を締結

東日本大震災被災地へ“白米”
を！「にらさき一升支援」

中央自動車道韮崎ＩＣ西側に「上
ノ山・穂坂地区工業団地」が完成

休日や早朝、夜間にも対応！住民票の写
し等証明書のコンビニ交付がスタート

韮崎市長
 横　内　公　明

2
月

3
月

　新年明けましておめでとうございます。
　市民の皆さまにおかれましては、希望に満ちた輝かしい新春をお迎えのことと心
よりお喜び申し上げます。
　昨年は、３月１１日に三陸沖を震源地とするマグニチュード９．０の大地震・巨大
津波が東北関東地方を襲い、更に原子力発電所の事故による放射能汚染と、まさに
国難ともいえる事態をもたらしました。
　本市においては、目下、市民の生命、身体及び財産を災害から保護することを目
的に市の防災に関する基本的事項を総合的に定めた「韮崎市地域防災計画」の改定
を進めております。これは避難地・避難所の見直しや防災資機材・備蓄物資の充実、
ライフライン機能の安全性の確保などハード面からの「災害に強いまちづくり」の
推進と、一昨年より“ＮＰＯ法人減災ネットやまなし”と協働して進めている自主
防災会や各種団体に対する講習会や災害時における食糧確保訓練など、このたびの
震災を契機に全国的にも広がりを見せた、発災時にいかに被害を最小限にくい止め
るかという“減災”の考えに立ったソフト面からの取り組みが両輪となった計画で
あります。本市では、昨年７月に「減災力の強いまちづくり宣言」を行ったところ
であり、本年は、まさに家庭・地域・事業所と行政が一体となり「自助力・共助力・
公助力」を高め実効性のある「減災力の強いまちづくり」に取り組んでまいります
ので、市民の皆さまのご協力を切にお願い申し上げます。
　昨年９月には、まちなかのにぎわいと空店舗対策として取り組んでまいりました
「韮崎市民交流センター　ニコリ」が韮崎駅前にオープンし、子どもから高齢者まで
あらゆる年代が“集い”“学び”“語らう”子育てから生涯学習の場として多くの皆
さまから幅広くご利用いただいております。今後も、皆さまとともに新たなまちづ
くり、本市が持つさまざまな魅力の発信拠点として育んでまいります。
　また、本市が持つ恵まれた歴史・文化資源など郷土の宝物を活かした小林一三、
保阪嘉内といった郷土の偉人に学ぶまちづくりや神山の歴史と景観がおりなす里づくり等々、市民の皆さまと協働して
進めてまいります。
　政府の「地域主権戦略大綱」により、国から地方へという流れが一層強まり、自主・自立した地方自治体の運営が求
められておりますが、このような社会情勢の中、市民の皆さまに必要な行政サービスを的確に提供していくためには、
限られた財源の中で政策と必要とされる行政サービスを選択していくことが不可欠であることから、本年４月から、よ
り効果的・効率的に政策や事業に取り組む指針である「新たな行政改革大綱」に基づき『市民満足度の高い行政サービス』
と『成果を重視した効率的な行財政運営』の推進に不断の努力で取り組んでまいります。
　先行き不透明な状況の中で、将来の生活に対する不安や閉塞感が増しているように感じられる大変厳しい時代ではあ
りますが、市民ニーズに的確に対応しながら、市民の皆さまが夢を持ち続け、誇りと愛着を持って暮らすことができる
まちづくりの実現に向け、職員ともども精一杯取り組んでまいりますので、市民の皆さまの温かいご支援とご協力を賜
りますようお願い申し上げます。
　結びに、本年が皆さまにとりまして、幸多き年となりますよう心からご祈念申し上げまして、新年のごあいさつとさ
せていただきます。

写真で振り返る　２０１１年の韮崎市
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写真で振り返る　２０１１年の韮崎市

穂坂町三ツ沢地内に、豊かな森林資源を
活用した「穂坂自然公園」がオープン

韮崎市サッカーのまちづくりプロジェクト
事業“ニーラ”標語看板を市内学校等へ設置

「ニーラ」をデザインしたオリジナ
ルご当地ナンバーの交付がスタート

韮崎駅前に、あらゆる世代の集いの
場「市民交流センター」がオープン

任期満了に伴う韮崎市議会議員一般
選挙により、新議員１８名を選出

甲州街道宿場町の歴史・文化を背景に・・・
市内施設、商店オリジナルのれんが完成

韮崎平和観音の建立５０周年を記念し、供養
会、写真パネル展、夜間ライトアップを実施

市民交流センター開館記念とし
て「宝塚ＯＧレビュー」を上演

韮崎市議会議長
 野　口　紘　明

　新年明けましておめでとうございます。
　市民のみなさまにおかれましては、輝かしい新春をお迎えのこととお慶び申し上
げます。
　旧年中は、大きな自然災害や欧州金融危機など様々な波風に翻弄されましたが、
本市においては比較的平穏に新年を迎えられましたことは、みなさま方のお力によ
るものと感謝申し上げる次第であります。
　市議会では、昨年１０月の選挙により１８名の議員が誕生し、活発な議会活動が
おこなわれておりますが、特に１２月定例会においては「議会改革推進特別委員会」
を設置いたしました。これから議会基本条例制定など様々な議会改革と効率化を目
指してまいる所存であります。
　本市では昨年９月、「韮崎市民交流センター　ニコリ」がオープンし、市内外の方
のつどいの場所となっております。また、「のれんのあるまちづくり」事業も多くの
方の注目をあつめているところであります。本年は交流の輪が縦横に広がり市街地
が活性化することを期待しております。
　我が国は、ＴＰＰ加盟参加の意向を表明しており、加盟の可能性が高まりました。
農業分野への影響が危惧されるため、足腰の強い農業環境づくりに努力する所存で
あります。
　また、本市では厳しい財政状況のなか、市内小中学校の耐震化を完了し、昨年４
月からは中学校３年生まで、子ども医療費の原則窓口無料化を拡大するなど、教育
の振興をはかってまいりました。議会としても今後さらに教育・福祉・医療の充実
に努めてまいります。

　市税収入の確保が困難な状況下ではありますが、議員一丸となって企業誘致推進や地場産業の振興を支援していく考
えであります。
　これからは最も寒い時期を迎えますが、市民一人ひとりが体調管理に万全を期して明るい郷土づくりにご活躍いただ
けますようお願い申し上げます。
　辰年は「動き伸びる年」ともいわれます。平成２４年が平和で明るい年であることを願うとともに、みなさまのます
ますのご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げ、新年のごあいさつとさせていただきます。

9
月

10
月

11
月

7
月

5
月

4
月
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　平成２４年成人式を次のとおり実施いたします。
■日時
　１月８日（日）
・受付　１２時３０分～１３時１５分
・式典　１３時３０分～
※式典終了後、記念撮影及び成人式実行委員会企

画によるイベントを予定しています。
※ご家族の席もご用意しておりますので、一生に

一度の思い出に残る成人式へのご来場をお待ち
しています。
■場所
　東京エレクトロン韮崎文化ホール・大ホール

　

　市では、平成１８年より、成人式実行委員会を設
置し、新成人自らが成人式の企画運営を行っていま
す。華やかな成人式の舞台を作り上げていく裏方役
の実行委員に、今年は９名が名乗りをあげ、１０月
より準備を進めています。
　式典終了後の企画事業にもご期待ください。

■お問い合わせ
　教育課生涯学習担当（内線２６７）

　

今
年
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
が

生
ま
れ
た
年
の
平
成
３
年
、
韮
崎
市

は
、
企
業
誘
致
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

よ
り
人
口
が
３
万
人
を
突
破
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
市
民
が
、
活
力
あ
る
暮
ら
し
を
実

現
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
韮
崎
市
に
お
い
て
、
市
民

生
活
の
様
々
な
拠
点
と
し
て
活
用
さ

れ
る
施
設
整
備
を
メ
イ
ン
に
、
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
に
お
い
て
育
む
こ
と

の
で
き
る
心
の
豊
か
さ
を
追
求
、
翌

年
の
平
成
４
年
に
は
、
次
の
よ
う
な

事
業
が
本
格
的
に
稼
動
し
ま
し
た
。

◆
文
化
ホ
ー
ル

　

建
設
構
想
市
民
委
員
会
が
発
足

　

市
民
代
表
70
名
か
ら
な
る
文
化

ホ
ー
ル
建
設
構
想
市
民
委
員
会
が
発

足
し
ま
し
た
。（
Ｈ
４
．
１
）

　

本
ホ
ー
ル
は
、
平
成
７
年
９
月
に

開
館
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
事
業
と
し
て

「
宝
塚
歌
劇
団
花
組
」
に
よ
る
公
演
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
16
年
後
の
本
年

11
月
に
は
、
韮
崎
駅
前
に
完
成
し
た

「
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
開
館

記
念
事
業
と
し
て
、
同
ス
テ
ー
ジ
に

お
い
て
、「
宝
塚
Ｏ
Ｇ
レ
ビ
ュ
ー
」
を

上
演
、
宝
塚
歌
劇
団
の
創
設
者　

小

林
一
三
の
出
身
地
が
、再
び
“
宝
塚
色
”

に
染
ま
り
ま
し
た
。

◆
韮
崎
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
「
こ
ぶ
し
荘
」
が
完
成

　

大
草
町
若
尾
の
「
市
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
隣
に
、
介
護
が
必
要
な
高

齢
者
の
た
め
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。（
Ｈ
４
．
６

サ
ー
ビ
ス
開
始
）

◆
市
立
穂
坂
小
学
校　

　

新
校
舎
建
設
に
着
工

　

昭
和
28
年
に
建
築
さ
れ
た
旧
校
舎

を
取
り
壊
し
、
和
風
建
築
の
新
校
舎

建
設
に
着
工
し
ま
し
た
。
普
通
教
室

で
は
、
廊
下
と
教
室
の
間
に
壁
を
作

ら
な
い
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
方
式
を
採

用
、
校
舎
中
央
部
に
は
星
空
観
測
等

に
利
用
で
き
る
展
望
塔
を
設
置
し
ま

し
た
。（
Ｈ
４
．
９
着
工
・
Ｈ
６
．
１

開
校
）

◆
印
鑑
登
録
事
務
を
電
算
化

　

窓
口
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

そ
れ
ま
で
の
「
登
録
手
帳
」
か
ら
「
磁

気
カ
ー
ド
」
へ
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。

（
Ｈ
４
．
10
～
）

　

平
成
23
年
３
月
か
ら
は
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
使
い
、
全
国
の
“
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
〟
で
、
休
日
や
早
朝
・

夜
間
で
も
印
鑑
証
明
書
の
交
付
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。



5

　　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
次
の
催
し
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
入
場

無
料
で
す
。

　

日
曜
日
の
午
後
の
ひ
と
と
き

に
、
こ
れ
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
で
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

ご
夫
婦
で
、
親
子
で
、
ま
た
、

ご
近
所
お
誘
い
の
う
え
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

に
ら
さ
き
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１

〜
男ひ

女と

が
輝
く
家
庭
生
活
と
仕
事
の
調
和
〜

老
後
を
み
ん
な
で
考
え
、

共
に
生
き
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　　　

男(

ひ
と)
と
女(

ひ
と)

と

が
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

社
会
！
そ
れ
が
男
女
共
同
参
画
社

会
で
す
。

　
「
男
は
仕
事
」「
女
は
家
庭
」
と

い
う
よ
う
な
男
女
の
役
割
分
担
意

識
を
解
消
し
、
あ
な
た
に
最
適
な

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕

事
と
家
庭
生
活
の
調
和
）
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
■
日
時

　

１
月
22
日
（
日
）

　

13
時
～
15
時
35
分
（
予
定
）

■
場
所

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

１/22

１/29

■
内
容

□
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　

活
動
報
告

□
講
演
会

　
「
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
替
え
が
大
切
～

　

仕
事
と
マ
マ
の
両
立
を
考
え
る
～
」

・
講
師

　

茅
原
ま
す
み
（
ち
は
ら
ま
す
み
）
氏

　

テ
レ
ビ
東
京
報
道
デ
ス
ク
・
元

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

■
託
児

　

３
歳
～
就
学
前
（
要
予
約
）

■
お
問
い
合
わ
せ
︵
託
児
予
約
︶

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）

　

超
高
齢
化
社
会
へ
突
入
し
、団

塊
の
世
代
が
ま
も
な
く
後
期
高
齢

者
と
な
る
こ
と
を
見
据
え
、一
人
ひ

と
り
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
終

末
期
を
迎
え
る
た
め
に
は
、今
何

が
で
き
る
の
か
？
こ
の
機
会
に
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

１
月
29
日（
日
）

　

13
時
30
分
～
16
時

　
（
13
時
開
場
）

■
場
所

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

□
第
一
部　

基
調
講
演

　
｢

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
～　

　

任
意
後
見
の
す
す
め
～｣

・
講
師　

＊
山
梨
県
立
大
学
国
際
政
策
学
部

　

澁
谷
彰
久 

教
授

＊
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
梨

　

小
林
恵 

司
法
書
士

□
第
二
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

｢

私
た
ち
が
知
り
た
い
医
療
・

看
護
・
介
護　

連
携
の
い
ま｣

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

韮
崎
市
医
師
会
長　

三
井
茂 

氏

・
パ
ネ
ラ
ー

　

訪
問
看
護
師
、ヘ
ル
パ
ー
、介
護

者
、介
護
支
援
専
門
員
、行
政
等

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
現
状
を

お
伝
え
し
ま
す
。

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、介
護

保
険
施
設
等
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費　

無
料

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

　

☎
２
３
ー
４
３
１
３　
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気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に

な
る
と
水
道
管
が
凍
結
し
や
す

く
な
り
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り

破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

お
宅
の
水
道
管
は
大
丈
夫
で
す

か
？　

寒
波
が
到
来
す
る
前
に
、

保
温
材
な
ど
で
防
寒
措
置
さ
れ
る

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

■
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

　

家
の
北
側
で
陽
の
当
た
ら
な
い

場
所
や
、
風
当
た
り
の
強
い
場
所

に
あ
る
水
道
管
、
ま
た
は
屋
外
で

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

■
防
寒
措
置
の
方
法

　

水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
部
分
や
蛇
口
部
分
が
破
裂
し

や
す
い
の
で
、
上
部
ま
で
完
全
に

保
温
材
を
巻
き
つ
け
、
さ
ら
に
保

温
材
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を

巻
い
て
、
保
温
材
が
濡
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
保
温
材
は

市
販
の
物
も
あ
り
ま
す
が
、
身
近

水
道
管
に
は
凍
結
防
止
対
策
を
！

  　

寒
波
は
水
道
管
に
と
っ
て
大
敵
で
す

な
物
と
し
て
毛
布
や
布
で
代
用
で

き
ま
す
。

■
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

水
道
管
に
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ま

ん
べ
ん
な
く
か
け
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
気
長
に
溶
か
し
て
く
だ
さ

い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道

管
や
蛇
口
が
破
裂
し
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

　

そ
れ
で
も
水
が
出
な
い
場
合

は
、
蛇
口
を
閉
め
て
自
然
に
溶
け

る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　

水
の
噴
出
を
止
め
る
た
め
に
宅

地
内
の
止
水
栓
を
閉
め
、
市
指
定

工
事
業
者
ま
た
は
上
水
道
組
合
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
止

水
栓
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合

に
は
、
破
裂
し
た
部
分
に
タ
オ
ル

や
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
応
急

処
置
を
し
て
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
敷
地
内
の
給
水
管
か
ら

蛇
口
ま
で
の
水
道
施
設
の
修
理
に

か
か
る
費
用
は
、
所
有
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も

水
道
管
の
凍
結
に
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　　

年
末
年
始
の
修
理
は
、
次
の
指

定
業
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■お問い合わせ　
＊上下水道課水道管理担当（内線６１６・６１７）
＊韮崎市上水道組合　☎２２ー３１３６

・
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、
韮

　

崎
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

■
支
給
方
法

　

４
月
末
日
ま
で
に
保
護
者
の
口

座
へ
振
込

■
申
請
期
限

　

３
月
30
日
（
金
）

（
山
梨
県
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学

校
入
進
学
支
度
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
の
申

請
期
限
と
な
り
ま
す
が
、
や
む
を

得
ず
申
請
で
き
な
か
っ
た
場
合
や

平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
ひ
と

り
親
家
庭
と
な
り
、
支
給
要
件
に

該
当
し
た
場
合
に
は
、
３
月
30
日

（
金
）
ま
で
申
請
で
き
ま
す
。）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者

証
・
印
鑑
・
申
請
者
（
保
護
者
）

の
通
帳
・
申
請
書
（
福
祉
課
窓
口

に
ご
ざ
い
ま
す
。）

※
平
成
23
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の

課
税
証
明
書
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

　
（
内
線
１
７
４
）

  

ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ま
へ

  

小
中
学
校
入
進
学
支
援
金
制
度

　

平
成
24
年
４
月
に
、
県
内
の
小

中
学
校
（
特
別
支
援
学
校
の
小

学
部
・
中
学
部
を
含
む
）
へ
入
進

学
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
親
（
父
母
の
い
な

い
児
童
の
養
育
者
を
含
む
）
の
方

で
、
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場

合
は
、
県
と
市
か
ら
入
進
学
の
支

度
金
・
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

山
梨
県
ひ
と
り
親
家
庭

　

小
中
学
校
入
進
学
支
度
金

　
（
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
）

■
支
給
要
件

・
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
山

　

梨
県
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

・
平
成
23
年
度
（
平
成
22
年
分
）  

　

の
所
得
税
が
非
課
税
世
帯
で
あ

　

る
こ
と

・
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い

　

こ
と

　

韮
崎
市
母
子
・
父
子
世
帯
等

　

小
中
学
校
入
進
学
祝
金

　
（
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
）

■
支
給
要
件

月日（曜日） 指定業者名 電話番号
12月29日（木）

㈱日設管興 0551-23-1238
12月30日（金）
12月31日（土）

八代設備 0551-25-5511
1月1日（日）
1月2日（月）

㈱甲栄興業 055-283-2074
1月3日（火）
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■
後
期
日
程
表

【
時
間
】
9
時
30
分
～
11
時
30
分

※
韮
崎
A
：
韮
崎
公
民
館

　
（
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階
）

※
太
枠
は
、「
い
き
い
き
健
口
教

室
」
と
し
て
、
口
の
健
康
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。

　　　
「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
っ
て

　

何
で
す
か
？

　

土
地
・
建
物
な
ど
の
資
産
を

売
っ
て
得
た
所
得
は
「
譲
渡
所
得
」

と
し
て
、
確
定
申
告
が
必
要
に
な

り
ま
す
。（
金
銭
の
や
り
取
り
が

な
く
、
土
地
・
建
物
な
ど
の
資
産

を
交
換
し
た
場
合
も
、
同
様
に
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
、
税
法
上

の
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。）

　

譲
渡
所
得
に
は
多
く
の
特
別
措

置
が
あ
る
た
め
、
市
で
は
、
土
地
・

建
物
等
を
譲
渡
ま
た
は
交
換
し
た

方
を
対
象
に
、
確
定
申
告
の
前
に
、

そ
の
準
備
調
査
と
し
て
「
譲
渡
所

得
の
内
訳
書
」
の
作
成
等
に
関
す

る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
時
で
は

　

ダ
メ
で
す
か
？

　　

確
定
申
告
期
間
中
は
申
告
会

場
が
大
変
混
雑
す
る
た
め
、
譲
渡

所
得
の
相
談
を
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
。「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
２
月
か
ら
行
わ

れ
る
市
の
「
確
定
申
告
相
談
・
受

付
」
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
直
接
税
務
署
に
申
告
さ
れ
る

方
、
税
理
士
等
に
依
頼
さ
れ
る

方
は
お
越
し
い
だ
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
内
容
に
よ
り
税
務
署
に
ご
案
内

す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

1
月
19
日
（
木
）・
20
日
（
金
） 	

・
午
前
の
部　
　

９
時
～
12
時

・
午
後
の
部　
　

13
時
～
16
時	

■
場
所

　

市
役
所
１
階　

防
災
会
議
室	

■
対
象
者	

　

土
地
・
建
物
等
を
譲
渡
し
た
り
、

交
換
さ
れ
た
方

※
市
で
は
譲
渡
に
関
す
る
確
定
申

確定申告の前に

　土地・建物を
　譲られた方は
「譲渡のお尋ね」を！

告
予
定
者
に
向
け
て
通
知
を
お

送
り
し
ま
す
が
、
通
知
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
土
地
等
の
譲
渡
が

あ
っ
た
方
は
、
必
ず
お
越
し
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
韮
崎
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
方
の
み
お
受

け
い
た
し
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の

　

売
買
契
約
書
・
売
買
に
係
る
費

用
の
領
収
書
等
・
印
鑑

■
お
問
い
合
わ
せ	

　

税
務
課
市
民
税
担
当　

　
（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
若
々
し
く

過
ご
す
た
め
に
み
ん
な
で
楽
し
く

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
各
地
域
の
公
民
館
で

９
月
か
ら
「
い
き
い
き
貯
筋
ク
ラ

公民館
開催日

第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回

穂坂町
1 月 6 日 1 月 20 日 2 月 3 日 2 月 17 日 2 月 24 日 3 月 2 日 3 月 16 日

金曜日

清哲町
1 月 12 日 1 月 26 日 2 月 9 日 2 月 23 日 3 月 1 日 3 月 8 日 3 月 22 日

木曜日

神山町
1 月 13 日 1 月 27 日 2 月 10 日 2 月 24 日 3 月 2 日 3 月 9 日 3 月 23 日

金曜日

韮崎Ａ
1 月 30 日 2 月 6 日 2 月 13 日 2 月 27 日 3 月 5 日 3 月 12 日 3 月 26 日

月曜日

大草町
1 月 17 日 1 月 31 日 2 月 14 日 2 月 28 日 3 月 6 日 3 月 13 日 3 月 27 日

火曜日

ブ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
公
民
館
で
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
運
動
し
、

コ
ツ
コ
ツ
「
貯
筋
」
し
、
充
実
し

た
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

■
対
象

・
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

■
内
容

・
健
康
体
操

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

・
体
力
測
定
（
初
回
・
最
終
回
に

行
い
ま
す
）

■
担
当
者

・
運
動
指
導
士

・
シ
ニ
ア
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー

・
市
保
健
師

■
持
ち
物
等

・
水
分
補
給
の
た
め
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
水
筒

・
体
操
が
で
き
る
服
装

・
室
内
用
運
動
靴

■
お
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

保
健
課
介
護
支
援
担
当　
　
　

　

☎
２
３―

４
３
１
３　
　

　

☎
２
３―

４
３
１
０

　

２
３―

４
３
１
６
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2012.1

年
末
年
始
の
運
行
に
つ
い
て

　

１
月
１
日
は
全
線
運
休
、
12
月

29
日
～
31
日
・
１
月
２
日
・
３
日
は
、

休
日
運
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
の
際
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
（
内
線
３
５
７
）

※
各
路
線
の
時
刻
・
運
賃
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
city.nirasaki.lg.jp/art392

）

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役

所
１
階
総
合
受
付
、
企
画
財
政

課
窓
口
に
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
リ
デ
ー
割
引

　　

市
民
バ
ス
で
、
週
末
は
ま
ち
な

か
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
？
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
に
割
引
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■
対
象　

市
民
バ
ス
利
用
者

■
実
施
日　

土
曜
・
日
曜
・
祝
日

■
料
金　

全
区
間
１
回
１
０
０
円

学 

生 
割 
引

　

学
校
の
長
期
の
休
み
に
合
わ

せ
、
学
生
を
対
象
に
割
引
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

小
・
中
・
高
・
大
学
生

■
期
間

・
12
月
20
日
～
1
月
10
日

・
３
月
19
日
～
４
月
10
日

・
�
月
20
日
～
8
月
31
日

■
料
金　

全
区
間
１
回
50
円

※
期
間
中
は
、
ホ
リ
デ
ー
割
引
よ

り
学
生
料
金
を
優
先
し
ま
す
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
割
引

　　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
買
い
物

や
通
院
な
ど
、
移
動
に
伴
う
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
割
引

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

・
�5
歳
以
上
の
高
齢
者

・
障
害
者
手
帳
所
持
者

■
料
金

・
全
区
間
１
回
１
０
０
円

・
３
个
月
パ
ス 

３
、０
０
０
円

・
年
間
パ
ス 

１
２
、０
０
０
円

※
３
个
月
パ
ス
及
び
年
間
パ
ス

は
、
山
交
タ
ウ
ン
コ
ー
チ
韮
崎

営
業
所
（
☎
２
２―

２
５
１
１
）

ま
た
は
山
梨
交
通
グ
ル
ー
プ

韮
崎
駅
前
案
内
所
（
☎
２
２―

５
１
５
６
）
で
お
求
め
く
だ
さ

い
。

■
３
个
月
パ
ス
・
年
間
パ
ス
の
申

請
に
必
要
な
も
の

・
高
齢
者

　

印
鑑
・
年
齢
が
わ
か
る
証
明
書

　
（
保
険
証
・
免
許
証
・
住
基
カ
ー
ド
等
）

・
障
が
い
者

　

印
鑑
・
障
害
者
手
帳

通
勤
・
通
学
・
買
い
物
・
通
院
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
民
バ
ス
料
金
割
引
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

　

平
成
24
年
度
の
農
業
委
員
会
選

挙
人
名
簿
を
作
成
い
た
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
12
月
25
日
（
日
）

ま
で
に
農
政
協
力
員
を
通
じ
て
届

け
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
下
記

の
登
載
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

は
、
１
月
９
日
（
月
・
祝
）
ま
で

に
農
政
協
力
員
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
下
記
の
選
挙
人
名
簿
登

載
要
件
を
満
た
し
て
い
る
の
に
、

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
必
ず
農
業
委
員
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
は
、

法
律
で
韮
崎
市
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
３
月
31
日
ま
で
に
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
選
挙
人

名
簿
登
載
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
で
も
申
請
書
が
農
業
委
員
会
に

提
出
さ
れ
な
い
と
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
登
録
さ
れ

な
い
と
、
農
業
委
員
の
選
挙
に
投

票
す
る
こ
と
や
リ
コ
ー
ル
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

　

登
載
要
件

　
（
①
と
②
は
必
須
。
③
は
（
ア
）

　

か
ら
（
ウ
）
の
ど
れ
か
ひ
と
つ
）

①
当
該
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
住

所
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

②
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
者
で
あ

る
こ
と
（
平
成
４
年
３
月
31
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）

③
次
の
（
ア
）
か
ら
（
ウ
）
ま
で

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と

（
ア
）
10
ア
ー
ル
以
上
（
10
ア
ー

ル
＝
1
、
０
０
０
㎡
）
の
農
地
に

つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
者

（
イ
）
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
の

同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

・
住
所
を
同
一
と
し
生
計
を
と
も

に
し
て
い
る
こ
と

・
年
間
�0
日
以
上
の
耕
作
を
し
て

い
る
こ
と

（
ウ
）
一
定
面
積
以
上
の
農
地
に
つ

い
て
耕
作
の
事
業
を
営
む
農
業
生

産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は

株
主
（
そ
の
耕
作
に
従
事
す
る
日

数
が
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
日

数
に
達
し
な
い
と
農
業
委
員
会
が

認
め
た
も
の
を
除
く
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
農
業
委
員
会

　
（
内
線
２
２
６
）

農業委員会選挙人名簿

登載申請書の提出を

お忘れなく！
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韮
崎
市
で
は
、
平
成
23
年
３

月
よ
り
、
住
基
カ
ー
ド
（
利
用
登

録
済
み
の
も
の
）
を
使
い
、
全
国

の
＂
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
＂
の
多
機

能
端
末
を
利
用
し
て
、
休
日
や
早

朝
・
夜
間
で
も
（
６
時
30
分
～
23

時
）
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
の
交

付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
12
月
29
日
～
１
月
３
日

を
除
く
）

　

ま
た
、
市
役
所
で
の
窓
口
交
付

よ
り
１
０
０
円
安
く
証
明
書
等
が

取
得
で
き
、
大
変
便
利
で
す
。　

　

住
基
カ
ー
ド
の
無
料
交
付
期
間

は
平
成
24
年
3
月
ま
で
で
す
。
期

間
終
了
間
際
は
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
取
得
を

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
の
取
得

　

市
役
所
（
住
所
地
）
市
民
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
請
か
ら
交

付
ま
で
の
所
要
時
間
は
10
分
程
度

で
す
。（
申
請
は
、
原
則
本
人
に

限
り
ま
す
。）

︻
申
請
に
必
要
な
も
の
︼

 

・
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

等
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写

真
入
り
の
証
明
書
）

※ 

提
示
で
き
な
い
場
合
に
は
、
仮

登
録
と
な
り
、
こ
ち
ら
か
ら

発
送
し
た
照
会
書
を
持
参
の

上
、
交
付
さ
れ
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

　

平
成
23
年
1
月
1�
日
よ
り
前

に
住
基
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
方

は
、
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
利
用
登
録
時
に
設
定
し

た
暗
証
番
号
を
忘
れ
た
場
合
、
変

更
し
た
い
場
合
は
、
再
登
録
が
必

要
で
す
。（
市
役
所
で
は
、
暗
証

番
号
を
管
理
し
て
い
ま
せ
ん
。）

●
戸
籍
証
明
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
本
年
3
月
の
サ
ー
ビ

ス
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
２
月
号

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
担
当
（
内
線
１
２
５
）

住民基本台帳カード
（住基カード）の無料交付を
実施しています！

　お近くの“セブンイレブン”で、簡単な機械
操作により、証明書等の交付を受けられます。
　申請から受領までのすべての手続きをひとつ
の端末で行うので、証明書等が他人の目に触れ
ずに、取得できます。
　また、証明書等には、偽造・改ざん防止として、
けん制文字（両面）・スクランブル画像（裏面）・
偽造防止検出画像が印刷されます。
偽造・改ざん防止技術　http://www.lg-waps.jp/02-01.html

　手数料は、窓口交付より１００円安い一件
２００円です。
　なお、市役所１階の自動交付機でも、平日（８
時３０分～１７時１５分）に限り、同サービスがご
利用いただけます。
　利用登録済みの住基カードをお持ちの方は、
ぜひ、コンビニ交付や自動交付機のご利用をお
すすめします。

　証明書等が急に必要になったときでも、出先
ですぐに取得できます。
　また、住基カードにより取得できる住民票は、

「本人のみ」・「世帯全員」・「世帯員の一部」で
す。世帯で誰か一人でも利用登録済みの住基
カードを持っていれば、その世帯員全員の住民
票を取得できます。
　なお、印鑑登録証明書は「本人のみ」の交付
です。

全国
どこでも！

早朝・夜間・
休日でも！

安い！
早い！

便利です

お得です
簡単
＆

安心です

全国
どこでも！

早朝・夜間・
休日でも！

安い！
早い！

全国
どこでも！

早朝・夜間・
休日でも！

安い！
早い！全国

どこでも！
早朝・夜間・
休日でも！

安い！
早い！

平成24年3月末まで
500円→0円




